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橋梁用高性能鋼について 

 

（社）日本鉄鋼連盟 橋梁用鋼材研究会 安藤 隆一※   

１．はじめに 

 近年、社会資本の建設において、建設費の縮減、耐久性の向上、維持管理の軽減などが

強く求められており、橋りょうの分野でも従来の鋼板に対してより高度な性能を有する鋼

材のニーズはますます高度化かつ、多様化しつつある。 

 このようなニーズに対応すべく(社)日本鉄鋼連盟では、強度、じん性、溶接性、曲げ加

工性、耐候性に優れた鋼材（以降、高性能鋼と呼ぶ）の開発と適用技術の提案に取り組ん

でいる。今回は、それらの高性能鋼の中から、特に、BHS500及び耐候性鋼に関する最近の

技術開発について報告する。 

２．橋りょう用高性能鋼の利用技術と適用事例 

２．１ 高性能鋼について 

 表-1に、主な高性能鋼を示す。「高じん性鋼」、「予熱低減鋼」、「降伏点一定鋼」など、

平成８年度から道路橋示方書・同解説１）に取り込まれ、以降広く普及している。また、大

型の少主桁橋などを中心に「ＬＰ鋼板」や「大入熱対策鋼」の普及も進んでおり、鋼製橋

脚などで板厚方向の強度特性を改善した「耐ラメラテア鋼」のニーズも高まっている。一

方で、「低降伏点鋼」は今後制震ダンパー用などへの利用技術開発が期待される製品である。 

 

表-1．高性能鋼 

名称 特性 表記例 

BHS鋼 降伏点一定YP500N/mm2および 700N/mm2 BHS500, 500W 
BHS700W 

耐候性鋼 
大気環境下で鋼材表面に形成される緻密なさび層に

より無塗装で腐食の進行が抑制される。適用環境に 
応じ、Ｎｉ系高耐候性鋼、さび安定化補助処理がある。

SMA***W 
(JIS耐候性鋼) 
SMA***W-MOD 
(ﾆｯｹﾙ系高耐候性鋼) 

高強度鋼 引張強さ 570N/mm2以上の高強度の鋼材  
高じん性鋼 冷間曲げ加工や寒冷地での使用に対応した鋼材 ＊-5C,-5L,-7C,-7L 
ＬＰ鋼板 長手方向に直線的に板厚を変化させた鋼材 ＊-LP1など 
予熱低減鋼 溶接施工時の予熱温度低減が可能な鋼材 ＊-EX 
大入熱対策鋼 大入熱溶接が可能な鋼材 ＊-EG 

耐ラメラテア鋼 板厚方向の強度特性を改善した鋼材 ＊-Z15,-Z25,-Z35, 
-Z15S,-Z25S,-Z35S 

極厚鋼板 
（降伏点一定鋼） 板厚に関係なく規格降伏点を保証した鋼材 ＊-H 

低降伏点鋼 降伏応力を 100,225が低く伸びが大きい鋼材 
建築分野で制震部材として利用実績多い LY100, LY225 

 

※ (社)日本鉄鋼連盟 橋梁用鋼材研究会 鋼橋技術･普及ワーキンググループ 委員 

住友金属工業㈱ 厚板技術部 
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２．２ ＢＨＳ鋼（ＢＨＳ５００,５００Ｗ,７００Ｗ鋼） 

 1994年より東京工業大学 創造プロジェクト研究体に設けられた産学連携の研究会に

よって提案された橋りょう用鋼材の特性２）に沿って、2004年4月、(社)日本鉄鋼連盟規定

「橋りょう用高性能鋼材(BHS500,700)」が制定された３）。 

 鋼板規定は、鋼板の降伏応力を国内一般橋梁の建設に最も合理的であるとされる

500N/mm2に４）、高強度要求への対応を考慮した700N/mm2を加えた２水準とし、橋梁に必要

とされる様々な性能に対応可能な鋼材とした。以下に、基本的な規定内容を示す。 

・ 高降伏点かつ降伏点一定（BHS500,BHS500W：500N/mm2以上、BHS700W：700N/mm2以上） 

・ 普通鋼シリーズと耐候性鋼シリーズをもつ。ただし、700N/mm2は耐候性鋼のみ 

・ BHS500,BHS500Wは予熱不要、BHS700Wの予熱温度は50℃以下に抑制 

・ BHS500,BHS500Wでは入熱10kJ/mmの大入熱溶接に対応（寒冷地仕様を除く） 

・ 冷間曲げ半径≧7tの加工が可能で、Z35以上の板厚方向特性を有する 

 鋼板の製造には熱加工制御を適用し、高度な金属組織制御を行っている。熱加工制御は、

溶接性を向上させながら強度、じん性の向上を同時に実現することが出来るプロセスとし

て多くの厚鋼板に適用されている。図-1、写真-1に製造プロセスと金属組織の例を示す。 

 

 

橋りょう製作時の施工性を評価するため、規定に従い製造したＢＨＳ５００鋼板を用い

て、実大のI桁製作試験を行った。使用した鋼材の化学成分を表-3に、機械的性質の例を

表-4に示す。溶接材料は現在ＳＭ５７０に適用されているものをそのまま使用した。 

 

表-3 製作性評価試験に供試した鋼板の化学成分の例 (%、[N]と[B]はppm) 

名称 厚さ C Si Mn P S N Cu Ni Cr V B Pcm 
供試鋼材 50mm 0.09 0.27 1.53 0.008 0.002 24 0.01 0.01 0.02 0.04 1 0.18 

BHS500規定 6mm以上 
100mm以下 

0.11 
以下 

0.55 
以下 

2.00 
以下 

0.020 
以下 

0.006 
以下 

60 
以下 － － － － － 0.20 

以下 
SM490YB 
JIS規定 

100mm 
以下 

0.20 
以下 

0.55 
以下 

1.60 
以下 

0.035 
以下 

0.035 
以下 － － － － － － － 

SM570 
JIS規定 

100mm 
以下 

0.18 
以下 

0.55 
以下 

1.60 
以下 

0.035 
以下 

0.035 
以下 － － － － － － 0.30 

以下 

図-1．熱加工制御プロセス 写真-1．各製造プロセスと金属組織 




